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ZIC PROJECT

ZIC PROJECT概要

ZIC PROJECTは、共存/共栄/共生/共益/共感という志の元にスタートしました。

ZIC 経済圏に関わる全ての人に利益をもたらすことを目標にプロジェクトを進めています。

一般的な、構想だけを述べる計画書ではなくすべて実在する事業に対して ZIC が連動していきます。
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ZIC PROJECT 実装済みサービス一覧

Di Wallet：ジョージア共和国の金融ライセンスを保有し、

暗号通貨と法定通貨の交換ができるウォレットサービスです。

プリペイドカードも発行可能で、ウォレット内資産は

カードチャージにて世界中の提携ATMから引き出しができます。（HSBC等）

Goraku World Market： Di walletからのポイント送付のみで遊ぶことができる

ゲーミングプラットフォームです。セーシェル共和国登記企業にて運営されています

ライブルーレット、ライブバカラなど世界中のユーザーに愛されるゲームを

提供しています。

Hero Wealth Navi / WAN trading system：

マシンラーニングを用いて開発された、AIによる自動取引システムです。

3000TB以上のデータを学習し、市場から安定的な収益をもたらします。

ユーザーはZICを購入することで、このAIを動かすことができます。

Zefi :

ZICを中心トークンに据えた、独自の取引所です。

サイト内ウォレット、板取引、バイバック、AIへのチャージが主な機能です。

Zefiと上記サービスをZICがつなぐことで、安定的な買い圧力を生成します。
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Gaming

（導入予定）

ZIC PROJECT エコシステム

Wallet

Exchange

Trading

ZIC/USDT でのZIC売買 →手数料収入

ZIC/GP での販売所機能 →交換手数料

AIユーザーのZIC継続購入 →買圧力発生

AIへのZICチャージ（燃料として）

API接続

トレード

ZIC交換実施→手数料収入

他通貨の交換実施→手数料収入

カードへのチャージ→手数料収入

ZICの入出金

余剰資金での遊戯
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私達の実績/特徴/強み Di wallet
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• 暗号通貨だけでなく、法定通貨、デジタルPOINTを取り扱いできるマルチカレンシーウォレットです。

• 現在でも 5,000人以上のユーザーが口座開設しており、安定的な手数料収入を実現しています。

• GWM とも連動しており、数億円単位での流動があります。

• 今後、Diウォレットに ZIC が登録されます。

• これにより ZIC ユーザーは、暗号通貨・法定通貨を問わず、他通貨との交換がスムーズに行えます。

• ZIC を日本円、ドル、ユーロ、他通貨にすることも、世界の ATM での出金も可能になります。（利便性）

• ZIC を保有していると、GWM のゲーミングにも参加できます。（娯楽性）
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私達の実績/特徴/強み GWM（Goraku World Market）

2020 PT ZIC WORLD CAPITAL all rights reserved. 5

• オンライン総合ゲーミングプラットフォームです。

• トランプ、ルーレット、esports、スロットマシンなどのエリアを拡大していきます。

• Di wallet と連動しており、ポイント移動が可能です。

• 日々ユーザーが増え続けており、収益もアップしています。

• ZIC を所有していれば、Di wallet 経由でオンラインゲーミングにも参加できます。
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私達の実績/特徴/強み AI Trading  (WAN / HERO)
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α版成果：BTC下落率最大45.1％に対し、AI利益4.8％/月

■運用額
1)10/20-11/16 1万USDT
2)11/16-1/21 6万USDT
3)1/22-2/20 6000USDT

■運用通貨と利率
1)2) BTC+ETH 4.8%/月
3) ETH+GALA+CRV+DOT 14.1%/月

α版成果：テストユーザー153名 ※2022年4月末時点

運用合計
（バイナンス）

平均運用益(顧客) 運営収益平均
※参考

BTC騰落率

2022年3月 1億6,434万円 5.16％ 4.05万/日 +11％

2022年4月 2億6,134万円 5.99％ 7.74万/日 -14%

• 運用総額の増加により、一日たてりの収益も増加します。
• 収益平均＝未来 ZIC に対し毎日入る買注文が同じになります。
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私達の実績/特徴/強み AI Trading  (WAN / HERO)
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• マシンラーニング技術を用いて、自己学習、自己進化を繰り返す AI を開発しています。

• 3000TB（テラバイト）の最新データを学習させ、相場の動きを学びます。

• 現在、アルファ版として約150名のユーザーがテストしています。（目標100万人限定）

• 月平均利率は、5% 前後です。（期間内 BTC の下落率は 18% でしたが AI は利益を確保）

• 運営は、総利益額の 3割をレンタル、管理費としてユーザーから徴収します。

• この AIシステムのガス通貨は、ZIC が採用されるので、ユーザーは ZIC を買い続けなければ AI を動かすこ
とができません。

• 総利益額が 10億円の場合、ZIC に 3億円の買いオーダーが入ることになります。（価値上昇）

• AIユーザーが増えれば増えるほど、ZIC 価格は関係なく購入が増えるので、ユーザーにとっては安心して

売買できる要因となります。

α版成果から見る事業ポテンシャル

1ユーザー
あたり収益
（円）

1日あたり
収益

月当たり
収益

年間収益
予測

到達目標 主な展開

1,000人 910 91.5万 2,745万 3.29億 2022年10月
日本
台湾

10,000人 910 915万 2.74億 32.9億 2023年4月
モンゴル

インドネシア

100,000人 910 9,150万 27.0億 329億 2023年12月
フィリピン

香港

300,000人 910 2.74億 81億円 972億 2024年10月
シンガポール
マレーシア

• 1アカウントあたりの 一日の売上は 7.2USDT（2022年5月最新時）
• ユーザー 30万人時の年間収益は 1,000億を予測。目標ユーザー数は 100万人限定。
• 下記 年間収益予測 の部分が、実効的なZICの買い圧力となり価格上昇を支える。
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私達の実績/特徴/強み AI Trading  (WAN / HERO)
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各国パートナー企業

• 10万人の販売網をもつ法人

• 累計 1,000億円以上の販売実績がある法人

• モンゴルで 5万人のビジネスコミュニティを持つインフルエンサー

• IT系有名企業

• 300万人の下位組織を持つ法人

• 財閥、政府に販売網をもつ法人

• 各国の有力パートナーとの提携により拡大を推進します。
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私達の実績/特徴/強み Zefi（ZIC based alternative Centralised finance)
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資産形成、資産運用

• ZIC をベースとした暗号通貨取引所です。

• ブロックチェーン以外の通貨やポイントも取引できます。

• ホルダーは、Zefi で ZIC を自由に売買できるようになります。

• 板取引機能の実装により、成行値、指値等での取引が可能になります。

• AI トレードユーザーが日々、この取引所で ZIC 購入をするので、売却希望のユーザーは好きな値段で売る

ことができます。

• 運営側も、価格上昇を狙ってトレーディングに参加していきます。

• バイバックの実施なども、この取引所で行います。

資産形成、資産運用エンターテイメント利用

資産保管、資産利用
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将来計画：サスティナブル発電機

• 2022年7月の販売開始を目標とする次世代型サスティナブルエネルギープロジェクトです。

• 磁力や水素を使った発電による CO2 ゼロの新エネルギーです。（半永久に発電できるマシン）

• 発電機販売やメンテナンスに関しての決済は ZIC で行います。

• 1ヵ国においてテストケースを成功させた後に世界展開いたします。

• マイニングに使用することで電気代がゼロになり、マイニング効率をアップさせます。
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開発実績 / 計画

2018年 6月 Di walletリリース

2020年 12月 GWMリリース

2022年

2月 WAN trading α版リリース

4月 Zefi β版リリース

5月 HEROAI リリース

7月 Zefi板取引実装予定

7月 ZIC CEXに上場予定

8月 ZIC Di walletでの取扱開始予定

１２月 AI総運用額 ５０億円突破目標

２０２３年

２月 サスティナブル発電機実機を受注先に納品

３月 発電機にてマイニング事業スタート

１２月 AI総運用額 ５００億円突破目標
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ZIC token

• 総発行 ：50億枚

• チェーン：BSC（バイナンススマートチェーン）

• シェア ：83% 市場放出のための運営保有

10% プレセール放出予定分

7% 運営メンバー（1年間ロック）

• 初期流通量 14%、運営側は年間 4% を市場に放出します。

• 定期的にバイバックを実施し、利益を抽選にて希望者に還元していきます
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ZIC token

ZICバイバック価格予定と、価格上昇のイメージ図

バイバック
回数

想定価格
(USD)

0 1.0$

1 1.3$

2 2.7$

3 4.1$

4 5.6$

5 7.1$

6 8.5$

バイバック
回数

想定価格
(USD)

7 10.0$

8 11.5$

9 12.9$

10 14.4$

11 15.9$

12 17.3$

13 18.8$

バイバック
回数

想定価格
(USD)

14 20.3$

15 21.7$

16 23.2$

17 24.7$

18 26.1$

19 27.6$

20 29.1$

バイバック
回数

想定価格
(USD)

30 43.8$

50 73.1$

75 109.8$

100 146.5$

125 183.2$

150 219.9$

200 293.3$

上場 バイバック

バイバック完了

再販売＆Burn

バイバック

バイバック完了

バイバック

バイバック完了

再販売＆Burn

再販売＆Burn
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運営会社

■資本金
Rp.200,000,000,000
(Two Hundred Billion RP) ※約16億円前後

■代表者
President／Luthfi Gaffer

■従業員
78名（グループ・関連含む）

＜企画＞
■社名

PT ZIC WORLD CAPITAL

■所在地
Jl. Meruya Ilir Raya No.12, RT.1/RW.9,

Meruya Utara, Kec. Kembangan, Kota
Jakarta Barat, Daerah Khusus Ibukota
Jakarta 11620 Indonesia

TEL:(62) 21-2254-0808

■事業内容
1.Digital Wallet 決済関連の開発・運営事業
2.Cryptocurrency＆Digital 通貨の開発・運営事業
3.NFT・Charity 関連事業
4.Online Digital Gaming 関連の開発・運営事業
5.Sustainable Energy 関連事業

<運営販売>
■社名

Z International limited

■住所
Suite 10, 3rd Floor, La Ciotat, Mont Fleuri, Mahe, Seychelles
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zic-project.com
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